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小 川 泰 (東京教育大理)
今回の様な催しの意義は認めなが らl アi7ア財団の問題 と運営面に危鰻を感
じて若手の署名に参加し､且つ出席致 しました.､講議内容自身､ また各講師の






変更せざるを得なかったのか判 りませんが､ 今後は､一分野､ 内容､対象､ 運営I
資金面等 openな討論で方針を決めるべきだと思います｡ private な企画が










兎に角､ こじれている若手 との間を正す話し合いの機会は是非設わ. 今後は全
研究者の納特の行 く形で開くべきだと思います｡ '
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fle の結晶での核の運動の corrlaもionの扱い方 も電子の correlation
の叡扱いに直接応用できそうです.電子の海の中で相互作用する二つの電子間









格を どう詞和させるか というて とで､ これは来年度以降の似た計画にも大問題
の一つとして残ることでしょうO 今年のmeeもingでも school としての性
格があったか らこそ私なども参加させて.いただいたので. その点す こぶ るユニ･
-クであ り､ 新聞などでt二つの国際会議 "として京葛 Conferenceとな ら
べて取上げているのは見当違いだと思います｡ もっとも_この種の国際交流の少
い我国で.全 く school として徹するのは困顛でしょう｡その点をどう諸整す
べきかは各人各様の意見があると思し†ますが､比の種の試みは今後色々な影で
段々と盛んになっていって是非はしいものであ り. 数多 くなれば scho01の
性格の濃いものがあって良いのではないかというのが私の感想です.‥′
感 想 7
三 輪 港 (阪大理)
今度の su皿 erinstituもeの ｢前半の部｣に虜 加 した人のかなり~の割合の
人がそうであった様に､私も oonferenceではなくて学校なればこ亘 と考え
て応募し.幸い出席を許された､ いわば多体問題にとっては門外漢の一人であ
りt しか もこの計画を知ったのは例の-財源や運営主体などについての論議がす
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